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は　じ　め　に

　皆さんは「那須塩原市の歴史」と聞かれたら、何を思い浮かべるでしょうか？

　おそらく、那須疏水と開拓の歴史が真っ先に思い浮かぶことでしょう。
　本市の小学４年生は、全員が地域学習で那須疏水開削の歴史と当時の苦労について学
び、水の恵みによって地域が発展してきたことを理解します。また平成 30 年には、文化
庁より明治期の那須野が原開拓の歴史のストーリー「明治貴族が描いた未来～那須野が
原開拓浪漫譚～」が「日本遺産」に認定されるなど、近代の歴史は私たちにはなじみの
深いものです。
　しかしながら地域の歴史を紐解いてみると、国の重要文化財に指定されている土器が
出土した北関東有数の縄文遺跡や、江戸時代に関東と奥州を結んでいた街道と今も残る
一里塚をはじめ、古代から近世の歴史遺産も存在します。また、自然や産業と密接に関
係する特徴的な農村集落と数多くの民俗芸能、温泉にまつわる歴史と芸術作品などの文
化遺産もあり、実に多彩な歴史・文化がある地域で、私たちの周りには多種多様な文化
財があることがわかります。これらは今日まで、地域の方々により大切に守られてきた「宝
物」ともいえましょう。
　今回策定した「歴史文化基本構想」は、地域に存在する文化財を、将来にわたり保護
するとともに、その活用によるまちづくりを進めるための基本的な指針を示すものです。
加えて、歴史的な魅力や特色を分かりやすく伝えるための歴史ストーリーとしてまとめ
られています。
　本市の歴史文化基本構想では、指定・未指定にかかわらず、市内に存在する地域特有
の文化財で、市民共通の財産として価値のあるものを「歴史文化資源」として取り上げ、
その保存活用を図るための基本理念を「歴史をつなぎ　未来を拓き　新しいまちのストー
リーをみんなでつくろう」としました。私たちの身の回りにある貴重な歴史文化資源を
保存活用し、地域の歴史や文化、風土を理解することは、那須塩原市民の誇りを喚起す
ることにつながり、ひいては地域の活性化につながっていきます。本構想が私たちのま
ちの歴史を再認識するための一助となれば幸いです。

　結びになりますが、本構想を策定するにあたり活発な意見を交わしてくださいました
策定検討委員会の皆様をはじめ、ご指導をいただいた文化財保護審議会委員の皆様、調
査にご協力いただいた皆様に心から感謝を申し上げます。

　ともに「新しいまちのストーリー」をつくっていきましょう！

	 	 	 	 	 	 	 　　令和２年（２０２０）３月
	 	 	 	 	 	 	 　　那須塩原市教育委員会教育長　大宮司　敏夫



例	　言

１　本書は、平成２９年度から令和元年度に策定作業を行った那須塩原市歴史文化基本構想 
　　です。
２　本構想の策定にあたり、那須塩原市歴史文化基本構想策定検討委員会を設置し、検討を 
　　行いました。
３　本書の執筆は、那須塩原市教育委員会事務局生涯学習課、株式会社パスコ、那須塩原市 
　　歴史文化基本構想策定検討委員会委員が行い、編集は那須塩原市教育委員会事務局生涯 
　　学習課が行いました。
４　本書で使用している写真及び図版について、特に明記がないものは那須塩原市教育委員 
　　会事務局生涯学習課、那須野が原博物館、株式会社パスコによる撮影または所蔵により 
　　ます。
５　本事業は、文化庁による平成２９年度文化遺産総合活用事業（歴史文化基本構想策定支 
　　援事業）、平成３０年度文化遺産総合活用事業（文化財保存活用地域計画等作成支援事 
　　業）、平成３１年度地域文化財総合活用推進事業（文化財保存活用地域計画等作成支援 
　　事業）の助成を受けて実施しました。
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